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「ﾎﾟｹｯﾄ短波受信機の製作」お盆休み自由研究

０．概 要：
7/14MHz_Direct Conversion受信機 (5.2～ 12V/省電力・小型)

Ⅰ．はじめに：
ボケ防止に屋外散歩中の電信受信練習を志す(どうせ続かない･･)。以下受信機仕様 ⓪ DC
①受信周波数：7.0～ 7.025MHz(⊿ 25kHz)／ 14.0～ 14.060MHz ②スピーカー駆動

③ 9V(無信号時)12.5mA ④ IC内部発振回路利用の VXO (低消費電力･周波数安定)

技術資料として｢ DC受信機開発雑記帳｣｢ VXO回路実験ﾒﾓ｣を以下Ⅵ．Ⅶ．に。

Ⅱ．最終確定回路：
(０)Direct Conversion方式：受信電波とほぼ同じ周波数の局発との差で、可聴音を受信
（１）ﾌﾞﾛｯｸﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ：

7MHz_RF(2SK439) DET AF S.P
A.T.T 7.0～.025／ 14.0～.060MHz (NE612) (386BD)

同様 14MHz回路/AF共用 OSC VXO

（２）回路図：



（３）予備実験１．「回路構成を模索」：(ｼﾞｬﾝｸ箱中の VXO基板･ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ DC基板)
① RF 部が無くても大きなｱﾝﾃﾅを接続すればｽﾋﾟｰｶｰを鳴らせる･･が、｢広帯域入
力、ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ入力、高ｹﾞｲﾝ AF ｣にすると強力なﾗｼﾞｵ放送が混入。

→対策：＊入力側に同調回路 ＊ RFを追加してｹﾞｲﾝ配分を分散
②内部ﾉｲｽﾞの少ない回路構成のため AF(低周波増幅)入力をﾌﾙｹﾞｲﾝで固定。
→＊音量調節はｱﾝﾃﾅ直下の ATT(ｱｯﾃﾈｰﾀｰ)で可能。

予備実験２．｢ IC内部発振回路による VXO ｣：(ﾌﾞﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ及び空中配線)
① NE612局発内部発振回路で 7MHzを発振｡ Pin6-7間を 22pFとすることで
第2高調波14MHzを強め(7MHzの-5dB程度)て、7/14MHzのOSC(発振回路)を共用!?

②周波数変化と発振強度を広範囲に向上･安定のため、水晶並列(ｽｰﾊﾟｰ VXO)。
③過去の実験では IC内部発振回路利用の VXOはほとんど周波数が動かなかっ
たが、水晶並列と｢ｺｲﾙのｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽを微妙に調節｣することにより安定動作!

④ 7.0～ 7.034MHz→＊本回路では⊿ 25kHz ／ 14.0～ 14.110MHz→＊ PVCと
22pF並列、PVC裏面の微調整ﾄﾘﾏの調整で 14.0～ 14.065MHz

その他．(本回路を基板に組みながら･･)

① IC･FET は｢ 2mARDF 受信機｣開発時に仕入れた残品。NE612 は～ VHF/ﾛｰﾉｲｽﾞ
② LM386(4 ～ 10V) → JRC386BD(4 ～ 18V/出力 1W)･･･体感でﾎﾜｲﾄﾉｲｽﾞが少?
③基板上に最短距離で配線したところ、第2高調波14MHzが出ない!!
→ ＊ 7/14MHz 個別検波回路に変更。

Ⅲ．結果： (2025.8.17現在、7MHz全回路と 14MHzRF部のみ本基板に配線･実験)
（１）消費電流：(9V／無信号時 12.5mA／ﾊﾞｰｱﾝﾃﾅ＆ｽﾋﾟｰｶｰ鳴動時 15mA)

RF(2SK439_3mA)→ DET/OSC(NE612_2.4mA)→ AF(JRC386BD_5mA)
（２）7MHzはﾊﾞｰｱﾝﾃﾅ(参考資料④)併用でｽﾋﾟｰｶｰ駆動！
Ⅳ．今後の課題：
（１）14MHz本回路配線／ｹｰｽ製作 （２）携帯用ｱﾝﾃﾅ （３）送信回路との組合わせ

Ⅴ．参考資料：
①「The FANCY CRAZY ZIPPY#117～#300」及び｢Cir-Q｣ →このﾐﾆｺﾐ誌がﾈｯﾄ上で公開中!

(FCZ研究所)JH1FCZ故･大久保忠OM

②「ランド方式で作る手作りトランシーバー入門」 (CQ出版社)JF1RNR ･今井 栄 OM

③「QP-7+DC受信機」 (CQ 誌/1997.3記事)JJ1GRK ･高木誠利OM

④「短波用バーアンテナ」(7MHz送受信用) 本校研究ﾚﾎﾟｰﾄ⑳

ショート・ブレイク：『XOR_A』
遠い昔、PC の周辺機器を製造していたﾍﾞﾝﾁｬｰ企業でｱﾙﾊﾞｲﾄをしていた･･Windous 前

夜の某日、直属のｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ氏曰く『XOR_A(80 系ｱｾﾝﾌﾞﾗ言語)の意味わかる？』、小生｢･･
･?｣、『A ﾚｼﾞｽﾀに０(ｾﾞﾛ)をかき込むんだ！』「それなら LD_A,0 では？｣『それだと処理
に数ｸﾛｯｸかかるだろ、XOR_A だと 2 ｸﾛｯｸで済むんだ』たった数ﾏｲｸﾛ杪の短縮です。同
じ目的ならいくつものｱﾌﾟﾛｰﾁを考え、μ s 単位の積み重ねでｼｽﾃﾑの動作速度を競い合う
･･まさに職人のなせる技です！もちろん現在とは規模も速度もｾｷｭﾘﾃｨｰも格段に違いま

す。でも、｢だれかがやった仕事(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｼﾞｭｰﾙ)｣の組合わせだけで用事を済ませていない

でしょうか？ じっくり考えるのは大切ですが｢まず行動(やってみる)｣→「うまく行か

なければ原因を考え」→「決して諦めずにまた･･繰り返しているうちにﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ(突破口？

新しいｱｲﾃﾞｨｱ？)｣技術系の先輩達が皆 言ってたことです。今でも『XOR_A』は座右の銘!?
当時購入した 40年盟友のﾆｯﾊﾟｰが今回の実験で刃こぼれして役目を終えました。全く何
の進歩も無かった自分に重なります･･･ 失敗 OK！悔い無きよう青春時代を有意義に!

2025 for JA1YZT by JJ1TJK／関山大志



Ⅵ．技術資料①：「DC受信機開発_雑記帳」
過去に製作した実験用ｼﾞｬﾝｸ基板を組み合わせて、必要スペックを検証した。

↑ RF部増設
←ﾌﾞﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ実験

VXO+DC+BarANT→



Ⅶ．技術資料②：「VXO回路実験ﾒﾓ」← IC内部 OSCで大きく可変させたい!

(実験レポート 25 for JA1YZT／茨城県立太田第一高校 AMC @2025.08.11 抜粋)

「VXO可変範囲_実測」Ver.2

（１）．概要：
VXO(Variable Xtal OSCillator／周波数固定の水晶発振子の周波数を可変する発振回路)
①水晶発振子(Xtal)とｺｲﾙ(L)・ポリﾊﾞﾘｺﾝ(PVC)の組合せによる VXO の最適化を探る。
②ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ(Tr)や、NE612等の IC内部発振回路との組み合わせを検証。

（２）．発振回路：
接続

HF用



（３）．結果：
､ 8/11

※ 22pF で-5dB(追記)

微調整 14.0～ 14.110 ⊿ 110kHz

（４）．考察・課題：
＊水晶発振子は HC49型U(背の高い)方が US(背が低い)ﾀｲﾌﾟより周波数が動き安い。
＊接続①(L なし PVC 直列)だと表示周波数より上に、Tr・IC 内蔵とも数 kHz 動く。
＊接続②(L・PVC直列)、Lで下にひっぱり、VC容量が小→ fが上に動く。

L が大きすぎると不安定･発進停止。回路・水晶個体差による最適 L あり。
7MHz→ FCZ07S1R0(1MHz用)、14MHz→ FCZ07S3R5(3.5MHz用)

＊接続③SuperVXO(水晶並列)は、最適 Lだと強く安定して大きく周波数が動く。
＊ Tr回路は大きく動くが 9V5mAほど電力を消費。IC内蔵はほとんど動かない。
※接続③SuperVXO(7.030MHz水晶並列)＋ NE612で⊿ 30kHz以上。

第 2高調波 14MHzは、Pin6-7間を 22pFとすると強くなり、7MHzから-5dB
程度(100pFで-15～-20dB)。 簡易 2 ﾊﾞﾝﾄﾞ DC受信機の可能性!!

→以上、本校による実測ﾃﾞｰﾀ 2025 for JA1YZT by JJ1TJK


